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競技報告 (2017/ ７/27-28)                         写真と記事：M.Kikutake 

 

晴れの優勝者 

【15～17歳の部】 

男子 ５アンダー 出利葉太一郎（福岡・沖学園高１年） 
女子 ７アンダー 新城莉李亜（沖縄・宜野座高２年） 
【12～14歳の部】 

男子 １オーバー 後藤大翔（熊本・大津北中３年） 
女子 イーブンパー 賀数心南（沖縄・古蔵中１年） 
 

 

（写真は各級優勝者＝㊧から賀数心南、新城莉李亜、後藤大翔、出利葉太一郎の各選手） 

 

 選手権は７月 27,28日の２日間、大分県竹田市の久住高原ゴルフ倶楽部で行われた。男子（7175㍎、パー72）は 15～17歳の

部で通算５アンダー、139の出利葉太一郎（福岡・沖学園高１年）が、12～14歳の部は通算１オーバー、145の後藤大翔（だい
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と、熊本・大津北中３年）がともに初優勝した。 

 女子（6441 ㍎、パー72）の 15～17 歳の部は初日に 70 をマークして首位に並んだ４人による争いとなったが、最終日に 67

を出して抜け出した新城莉李亜（沖縄・宜野座高２年）が通算７アンダー、137とし初優勝した。同 12～14歳の部は通算イー

ブンパー、144の賀数心南（ここな、沖縄・古蔵中１年）が初優勝した。賀数は城岳小学６年の昨年の九州小学生大会でも優勝

しており、連盟主催競技〝２冠〟。 

 

（ＧＵＫの竹下勇夫常務理事から優勝カップを授与される 

㊧から出利葉太一郎、新城莉李亜、後藤大翔、賀数心南の各選手） 

 

新城と賀数、女子は沖縄勢が活躍 
出場したのは 15～17歳の部の男子が 51人、同女子 41人、12～14歳の部男子 34人（欠場２人）、同女子 34人。初日に予選カ

ットが行われ、15～17歳男子 40人、同女子 32人、12～14歳の部は男女ともに 28人が最終日の決勝に進んだ。 

 

競技は 15～17歳の部男子は初日、小林忍（秀岳館高３年）が３バーディー、１ボギーの 70とただ 1人アンダーパーをマーク

して単独首位に立った。しかし、首位に 2打差の 2位タイだった出利葉が最終日に 4連続を含む７バーディー、２ボギーの 67

とチャージして逆転、優勝を勝ち取った。１打差の２位は初日２位タイだった長嶺勝斗（沖縄・宜野座高３年）で、さらに３

打差の通算１アンダー、３位タイに小林と井戸川純平（宮崎日大高２年）の２人が入った。 

 同女子は初日、４人が 70で首位タイに並んだほか、１打差で６人が追う接戦となった。そんな中で最終日、新城がボギーな

しの５バーディー、67で回り、70の星川ひなの（熊本国府高３年）に３打差をつけて快勝した。通算３アンダーの３位は小野

里リア（クリスチャンアカデミーインジャパン熊本分校２年）で、さらに１打差４位タイに澁澤莉絵留（福岡・沖学園高２年）

と阿部未悠（同・第一学院高２年）の２人だった。 

 

後藤は昨年２位のリベンジを果たす 

12～14歳の部男子は初日、１オーバー、73の長野泰雅（福岡・沖学園中２年）か単独トップ。しかし最終日、２日間を通じて

このクラスただ 1人のアンダーパー、69をマークした後藤が 3打差の５位から逆転して優勝した。後藤は中１の選手権２位タ

イ、昨年はプレーオフで敗れ２位。３度目の正直でリベンジを果たした格好だ。3打差の２位タイは商崎涼平（鹿児島・谷山中

３年）と長野の２人。さらに２打差の通算６オーバーの４位に石井大聖（大分中２年）。 

女子は初日、パープレーの高原花奈（宮﨑・日章学園中３年）と賀数が首位並走。最終日は３バーディー、３ボギーとまとめ

た賀数が高原に２打差をつけて逃げ切った。さらに１打差の３位タイは武田麗央（熊本・合志中２年）と比嘉里緒菜（沖縄・

嘉数中３年）だった。 

なお、最終日の３番（160㍎、パー３）で亀川美羽（長崎大付属中２年）が自身初めてのホールインワンを達成した。 

 

この試合の結果、15～17歳の部で男子上位 17人、女子 10人と 12～14歳の部男子９人（シードを除く）、同女子８人が８月 16

日から行われる第 23回日本ジュニア選手権（埼玉県・霞が関ＣＣ）への出場権を得た。 
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「自分らしくを心掛けた」と新城莉李亜 

 賀数心南も「自分のゴルフを」 
 

「ドライバーが良くて、パットも入った。

ほとんどパーオンできたのが…」。この日

のラウンドを振り返った新城は自信に満

ちた表情だった。初日に１個ボギーを出し

た（３バーディー）ものの、２日間でのボ

ギーはこれだけ。「ピンチらしいピンチは

なかった」と言う新城のスコアカードがそ

の安定ぶりを物語っていた。 

 これまでは九州女子選手権などで上位で頑張っていたものの、優勝歴

はない。それが、やっと頂点に。 

 技術よりも気持ちの持ちようが大きいのだろうが、その一つの転機になったのが、今年の日本女子アマ。1打足りずに予選落

ちした。「自分のプレーが納得できず、終わって泣きました」。だから、九州ジュニアでは、「タ

イトルを取りたいとかではなく、試合での自分の課題を克服することに集中した」という。タ

イトルはその結果に過ぎなかったということだろう。 

 祖父の知念敏光さん（63）に教えられて 3 歳で始めたゴルフ。膝への負担がかかるのを防ご

うと、今年は春先に体を絞るために「間食を止めました」という。将来はプロを目指すという

新城で、逸材が多い沖縄から新たに生まれた新星に注目だ。 

 一方、12～14歳の部を制した賀数。小学生大会とは違って中学生の大会で距離も長くなった

ので、「ユーティリティーをたくさん練習してきました」。その結果の３バーディー、３ボギー

は立派。小学 6年生で制した九州大会に続き、先輩たちに負けずに手にした２年連続での優勝。

「（日本ジュニアに）行けると思わなかったので、うれしい」と笑顔を見せた。 

 

出利葉太一郎  
○…初めての連盟競技での九州タイトルに「九州ジュニアは欲しかったけど、勝

とう、勝とうと思わずいつも通りにいけば、と心掛けたのがよかった」という。 

インからのスタートで、16番（205㍎、パー３）で１㍍につけてバーディーを奪

ってからは、折り返しの１番まで４連続バーディー。「初めての経験」と言うが、

「去年に比べて、コースマネージメントなど、自分なりに成長したのかな」。この

後は、日本ジュニア。「優勝を狙いたい」と口調も軽かった。 

 

 

後藤大翔 
○…昨年はプレーオフで敗れて優勝を逃した。「悔しかったし、今日はそのリベン

ジでした」と笑顔を見せた。 

昨年敗れてから、ショットの精度を上げようと打ち込みを重ね、「ショットが良く

なって、パーオン率が上がってきた」。飛距離も 20㍎伸びたのが心強い。 

３年連続で出場する日本ジュニアでも「自分のゴルフができるようにすれば」と

心に期していた。 

 

 

（上記の賀数心南、出利葉太一郎、後藤大翔の写真は（株）ゴルフタイムス提供） 


